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小池聖一　　旧制広島高等学校資料、同窓会収集資料としての特質について

論　
　

文旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
、
同
窓
会
収
集
資
料
と
し
て
の
特
質
に
つ
い
て小　

　

池　
　

聖　
　

一

は
じ
め
に

　

広
島
大
学
文
書
館
が
所
蔵
す
る
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
は
、
同
校
の
同
窓
会

か
ら
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、「
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
」
と
し
て
目
録

を
刊
行
し
、
二
〇
〇
八
年（
平
成
二
〇
年
）一
〇
月
よ
り
公
開
し
て
い
る
（
広
島
大

学
文
書
館
編『
広
島
大
学
文
書
館
所
蔵
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
』）。
本
稿
で
は
、

広
島
高
等
学
校
同
窓
会
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
に
つ
い

て
、
そ
の
来
歴
か
ら
見
た
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

広
島
大
学
文
書
館
（
以
下
、
文
書
館
と
略
記
）
は
、
そ
の
設
立
に
あ
た
り
旧
制

広
島
高
等
学
校
（
以
下
、
広
高
と
略
記
）
出
身
の
元
文
部
事
務
次
官
・
故
木
田
宏

氏（
１
）を

は
じ
め
、
広
高
出
身
の
多
く
の
方
々
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
。

　

そ
し
て
、
文
書
館
は
、
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
の
他
、
広
高
出
身
者
の
個
人

文
書
も
多
数
所
蔵
し
て
い
る
。
具
体
的
に
、
文
書
館
平
和
学
術
文
庫
の
中
心
資
料

と
し
て
金
井
利
博
関
係
文
書
（
中
国
新
聞
論
説
主
幹
）、
平
岡
敬
関
係
文
書
（
中

国
放
送
社
長
、
元
広
島
市
長
、
文
書
館
顧
問
）、
大
牟
田
稔
関
係
文
書
（
中
国
新

聞
論
説
主
幹
）
が
あ
り
、
そ
の
他
に
粟
屋
敏
信
関
係
文
書
（
元
建
設
事
務
次
官
、

代
議
士
）
等
を
整
理
し
、
目
録
化
し
た
う
え
で
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
企
画
展

「
広
高
26
年
の
歴
史
」
展
（
旧
制
広
島
高
等
学
校
創
立
八
〇
年
記
念
二
〇
〇
三
年

一
一
月
一
日
～
一
九
日
、
於
広
島
市
立
中
央
図
書
館
）
を
は
じ
め
、
二
〇
一
三
年

一
月
一
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
展
示
コ
ー
ナ
ー
「
旧
制

広
島
高
等
学
校
の
青
春

－

総
合
科
学
部
の
源
流

－

」
な
ど
、
展
示
を
通
じ
て
も
広

高
同
窓
会
と
密
接
な
関
係
を
築
い
て
き
た（

２
）。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
広
高
の
特
性
と
同
窓
会
収
集
資
料
と
し
て
の
旧
制
広
島

高
等
学
校
資
料
の
特
質
を
解
析
す
る
こ
と
は
、
文
書
館
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

広
高
は
、
一
九
二
四
年（
大
正
一
三
年
）に
創
立
さ
れ
、
一
九
五
〇
年（
昭
和

二
五
年
）三
月
に
戦
後
の
学
生
改
革
に
よ
っ
て
学
園
が
閉
ざ
さ
れ
る
ま
で
の
二
六

年
間
、
約
四
八
〇
〇
名
の
有
為
の
人
材
を
社
会
に
供
給
し
た
。
資
料
を
通
じ
て
広

高
関
係
者
の
方
々
の
思
い
を
伝
え
続
け
る
こ
と
は
、
文
書
館
が
果
た
す
べ
き
重
要

な
使
命
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

以
下
、
ま
ず
、
広
高
の
創
設
や
校
風
等
を
概
説
し
、
同
窓
会
資
料
と
し
て
生
成

さ
れ
た
広
島
高
等
学
校
資
料
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
述
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べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

１　

旧
制
広
島
高
等
学
校
の
概
要

　

１－

１　

広
島
高
等
学
校
の
創
設

　

一
八
九
四
年（
明
治
二
七
年
）に
公
布
さ
れ
た
高
等
学
校
令
に
よ
り
、
地
方
の
中

核
地
に
も
大
学
予
科
と
し
て
の
高
等
学
校
の
設
置
が
求
め
ら
れ
た
。一
八
九
八（
明

治
三
一
年
）一
二
月
、
第
一
三
回
帝
国
議
会
貴
族
院
で
「
高
等
学
校
及
帝
国
大
学

設
置
に
関
す
る
建
議
案
」
が
提
出
・
可
決
さ
れ
る
と
、
中
国
地
方
に
お
い
て
も
第

六
高
等
学
校
の
設
置
が
内
々
に
交
渉
さ
れ
、
各
県
は
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
特

に
、
広
島
県
と
岡
山
県
は
激
し
い
誘
致
合
戦
を
行
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
岡
山
設

置
が
決
ま
り
、
広
島
は
一
敗
地
に
ま
み
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
高
等
普
通
教
育
機
関
と
し
て
の
性
格
を
再
定
義
し
た
新

た
な
高
等
学
校
令
が
、
一
九
一
八
年（
大
正
七
年
）一
二
月
に
公
布
さ
れ
、
高
等
諸

学
校
の
創
設
拡
張
計
画
が
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
中
国
地
方
で
新
た
に
高
等
学

校
が
設
置
さ
れ
た
の
は
山
口
県
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
等
学
校
誘
致
に
あ
た
り
、
広
島
県
・
広
島
市
の
体
制
は
、
常

に
後
手
に
回
っ
て
い
た
が
、
一
九
一
九
年
一
月
二
五
日
、
気
鋭
の
実
業
家
に
よ
る

広
島
経
済
研
究
会
新
年
会
で
、
熊
平
源
蔵（

３
）が

中
国
地
方
第
一
の
都
市
で
あ
る
広
島

市
に
高
等
学
校
が
な
い
こ
と
を
憂
い
、
広
島
財
界
が
中
心
と
な
っ
て
要
望
す
べ
き

で
あ
る
と
提
案
し
た
こ
と
で
、新
た
な
広
島
高
等
学
校
設
置
運
動
が
開
始
さ
れ
た
。

　

民
間
主
導
で
期
成
同
盟
会
が
設
置
さ
れ
、
官
民
合
同
・
一
体
化
し
た
運
動
が
展

開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
文
部
省
は
、
既
設
の
岡
山
・
山
口
県
の
他
に
島
根
県
、
愛

媛
県
に
も
設
置
が
決
ま
っ
て
お
り
、
広
島
県
に
も
広
島
工
業
高
等
学
校
の
設
置
が

決
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
寄
付
金
募
集
に
対
し
て
も
難
色
を
し
め
し

た
。
こ
の
た
め
、
期
成
同
盟
会
で
は
県
民
の
熱
意
が
必
要
で
あ
る
判
断
し
て
県
民

大
会
を
開
催
し
、
当
初
、
設
置
絶
望
と
の
報
道
も
な
さ
れ
た
も
の
の
、
一
九
二
〇

年（
大
正
九
年
）三
月
一
〇
日
、
文
部
省
よ
り
設
置
決
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で

あ
っ
た
。

　

広
島
高
等
学
校
は
、 

一
九
二
三
年（
大
正
一
二
年
）一
二
月
一
〇
日
、
勅
令
第

五
〇
一
号
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
初
代
校
長
に
は
、
第
三
高
等
学
校
教
授
十と

と
き時

彌わ
た
る

が
就
任
。
そ
の
後
、
学
則
以
下
の
諸
規
程
、
学
校
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
き
、

一
九
二
三
年
四
月
一
二
日
に
第
一
回
入
学
式
が
行
わ
れ
、
同
一
四
日
か
ら
、
授
業

も
開
始
さ
れ
た
。
な
お
、
開
校
式
は
、
大
正
天
皇
の
死
去
に
と
も
な
い
延
期
さ
れ
、

一
九
二
八
年（
昭
和
三
年
）一
月
一
二
日
に
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

　

１－

２　

広
高
の
特
色
と
学
風（

４
）

　

全
国
二
五
番
目
の
官
立
高
等
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
広
島
高
等
学
校
は
、
岡

山
・
山
口
・
愛
媛
・
島
根
の
各
県
に
高
等
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
生
徒
の
過
半
は
、
広
島
県
出
身
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
石
田
雅
春
が
第
一

期
生
（
一
九
二
四
年
四
月
入
学
、
一
九
二
七
年
三
月
卒
業
）
か
ら
第
一
七
期
生

（
一
九
四
〇
年
四
月
入
学
、
一
九
四
二
年
九
月
卒
業
）
ま
で
の
「
学
校
一
覧
」
を

分
析
し
た
よ
う
に
、
本
籍
地
と
し
て
は
中
四
国
地
方
の
出
身
者
が
多
い
も
の
の
、

出
身
校
別
に
み
る
な
ら
ば
、
中
四
国
地
方
と
い
っ
て
も
山
口
県
を
除
け
ば
、
近
隣

県
か
ら
の
入
学
者
は
多
く
な
く
、
む
し
ろ
、
大
都
市
圏
（
東
京
府
、
大
阪
府
、
兵

庫
県
、
京
都
府
等
）
か
ら
の
学
生
が
一
二
・
七
％
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
、
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「
外
地
」
と
呼
ば
れ
た
朝
鮮
・
関
東
州
・
満
州
（
中
国
東
北
地
方
）
の
学
校
か
ら

の
入
学
者
も
多
い
。
こ
の
背
景
に
は
、
高
等
教
育
機
関
が
拡
充
さ
れ
た
も
の
の
、

入
学
競
争
率
が
平
均
五
～
一
一
倍
と
い
う
高
率
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
父
兄
の
職
業
構
成
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
社

会
構
造
の
変
化
に
対
応
し
て
、
高
等
教
育
を
う
け
る
階
層
の
中
心
が
、
地
主
・
中

小
企
業
経
営
者
等
か
ら
新
中
間
層
と
呼
ば
れ
た
会
社
員
、
官
公
吏
、
教
員
な
ど
の

俸
給
生
活
者
に
移
っ
て
い
た
。
広
島
高
等
学
校
の
場
合
、
呉
市
に
海
軍
鎮
守
府
が

あ
っ
た
た
め
、
軍
人
の
子
弟
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
広
島

高
等
学
校
生
の
学
資
金
は
、
全
国
平
均
を
や
や
上
回
る
九
一
・
四
三
％
が
家
庭
の

み
か
ら
で
あ
り
、
四
三
〇
名
中
、
内
職
と
し
て
家
庭
教
師
を
し
て
い
る
者
一
二
名
、

育
英
会
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
者
は
七
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
生
徒
の
生
活
ぶ

り
は
、
支
出
月
額
が
一
九
三
八
年（
昭
和
一
三
年
）で
三
〇
円
程
度
、
そ
の
う
ち
、

二
二
円
前
後
が
住
居
費
・
食
費
で
あ
り
、
質
素
で
は
あ
る
が
、「
苦
学
生
」
と
い

う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
大
学
へ
の
進
学
状
況
を
み
る
な
ら
ば
、
半
数
以
上
が
東
京
帝
国
大
学

か
京
都
帝
国
大
学
に
進
学
し
て
い
る
。
広
高
の
場
合
、基
本
的
に
現
役
進
学
率
は
、

戦
時
下
で
入
学
率
が
上
が
る
昭
和
一
七
年
以
降
を
除
い
て
、約
七
二
・
二
％
で
あ
っ

た
。
残
り
は
、「
白
線
浪
人
」
と
よ
ば
れ
た
浪
人
生
、
あ
る
い
は
、
後
述
す
る
「
広

高
事
件
」
等
も
あ
り
中
退
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
浪
人
生
の
過
半
も
東
京
帝
国
大

学
か
京
都
帝
国
大
学
に
進
学
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

１－

３　

広
高
事
件
、
被
爆
、
そ
し
て
そ
の
終
焉

　
　

１－

３－

１　

広
高
事
件

　

初
代
校
長
十
時
彌
は
人
格
者
で
あ
り
、
彼
の
命
名
に
よ
る
薫
風
寮
の
運
営
な
ど

に
お
い
て
も
、
北き

た
じ
ま島

葭か
こ
う江

生
徒
監
を
中
心
と
す
る
教
師
団
と
生
徒
と
の
交
流
も
密

で
あ
り
、
あ
る
意
味
、
理
想
的
な
学
園
生
活
を
広
高
生
は
送
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
十
時
校
長
の
転
出
を
契
機
と
し
て
大
き
く
暗
転
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

昭
和
初
期
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
社
会
科
学
の
影
響
が
旧
制
高
校
に
も
広
が
り
を

見
せ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
一
九
二
六
年（
大
正
一
五
年
）、
文
部
省
か
ら
の

内
訓
に
よ
っ
て
社
会
主
義
研
究
は
禁
止
さ
れ
た
も
の
の
、
広
高
で
も
一
九
二
七
年

（
昭
和
二
年
）、
広
島
社
会
主
義
研
究
会
が
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
生
徒
側
は
無

関
心
な
者
が
圧
倒
的
多
数
で
あ
り
、
関
係
者
の
ほ
と
ん
ど
は
薫
風
寮
か
ら
退
寮
し

て
い
っ
た
。
一
九
二
八
年
の
三
・
一
五
事
件
以
後
、
文
部
省
の
思
想
対
策
が
強
化

さ
れ
、
薫
風
寮
に
お
い
て
も
思
想
善
導
室
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
後
も
、
検
挙
者

が
発
生
す
る
な
ど
の
事
案
が
あ
っ
た
が
、
生
徒
は
一
時
退
寮
処
分
と
な
っ
て
も
復

帰
し
て
大
学
に
進
学
す
る
な
ど
、
穏
健
な
指
導
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
体
制
は
、
一
九
三
二
年
三
月
、
十
時
校
長
の
第
五
高
等
学
校
長
へ

の
転
出
と
と
も
に
失
わ
れ
、
生
徒
指
導
を
め
ぐ
る
教
授
間
の
対
立
に
起
因
し
て
大

き
な
騒
動
と
な
っ
た
の
が「
広
高
事
件
」で
あ
る
。「
広
高
事
件
」は
、十
時
校
長
・

北
島
教
授
に
つ
ら
な
る
「
正
論
派
」
と
、
学
生
処
分
の
あ
り
方
を
問
題
視
し
て
い

た
上
浦
種
一
教
授
等
の
「
暗
流
派
」
と
の
対
立
の
な
か
、
第
二
代
校
長
新
保
寅
次

が
指
導
力
を
全
く
発
揮
せ
ず
、
教
授
間
の
対
立
が
激
化
し
、
一
九
三
三
年
か
ら

一
九
三
四
年
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
「
正
論
派
」
教
員
の
解
任
・
解
雇
が
続
出
し
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た
こ
と
に
起
因
す
る
。「
正
論
派
」
と
の
呼
称
が
生
徒
側
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
徒
及
び
同
窓
会
か
ら
は
、
学
園
浄

化
の
声
明
書
・
決
議
書
が
出
さ
れ
、生
徒
側
は
寮
生
大
会
を
開
催
し
て
「
暗
流
派
」

五
教
官
に
対
す
る
辞
職
勧
告
書
を
一
九
三
四
年
六
月
五
日
に
発
表
し
、
翌
日
の
生

徒
大
会
で
目
標
達
成
ま
で
授
業
の
オ
ー
ル
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
決
議
し
、
こ
れ
を
実
施

し
た
。
学
校
側
は
、生
徒
大
会
を
認
め
ず
、三
日
間
の
臨
時
休
校
措
置
を
と
っ
た
。

心
労
に
よ
り
卒
倒
し
た
新
保
校
長
か
ら
校
長
事
務
を
託
さ
れ
た
下
田
卯
市
首
席
教

授
は
、
六
月
一
一
日
、
生
徒
側
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
五
教
員
の
処
分
を
す
す
め

た
。
一
方
、
本
事
件
に
対
し
て
は
、
内
務
省
警
保
局
学
生
思
想
係
も
関
心
を
示
し
、

六
月
二
三
日
か
ら
七
月
四
日
に
か
け
て
、
共
産
党
中
国
地
方
広
島
県
再
建
委
員
会

と
連
絡
を
有
し
て
い
る
と
し
て
自
治
学
生
会
の
摘
発
を
開
始
し
、
四
二
名
も
の
生

徒
を
逮
捕
し
（
他
に
、
卒
業
生
七
名
（
東
大
四
、
京
大
三
））、
取
り
調
べ
を
行
っ

た
の
で
あ
る
。

　

最
終
的
に
、
文
部
省
は
、
六
月
二
六
日
付
で
新
保
校
長
を
休
職
、
石
井
忠
純
督

学
官
を
校
長
事
務
取
扱
と
し
、
両
派
の
教
授
を
一
掃
し
、
調
停
役
と
な
っ
て
い
た

下
田
・
中
島
一
郎
・
日
高
第
四
郎
教
授
も
含
め
て
、
依
願
免
官
の
形
式
を
と
っ
て

罷
免
し
た
。
八
月
七
日
、
免
官
と
な
っ
た
新
保
校
長
の
後
任
と
し
て
新
潟
高
等
学

校
長
岡
上
梁
が
着
任
す
る
と
、
新
学
期
開
始
の
九
月
六
日
に
生
徒
の
大
量
処
分
を

断
行
し
た
。
こ
の
結
果
、
運
動
の
中
心
で
あ
っ
た
薫
風
寮
か
ら
多
量
の
処
分
者
を

出
し
た
た
め
、
責
任
を
感
じ
た
委
員
を
は
じ
め
退
寮
者
が
続
出
し
、
生
徒
は
、
カ

フ
ェ
ー
や
料
理
屋
で
遊
興
に
ふ
け
る
よ
う
に
な
り
、
寮
は
退
廃
し
た
雰
囲
気
に

な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
　

１－

３－

２　

被
爆
と
広
高

　

一
九
三
七
年
以
降
、 

国
体
明
徴
の
も
と
で
教
育
刷
新
が
行
わ
れ
、 

一
九
四
三
年

の
高
等
学
校
令
等
の
改
正
、 

理
科
増
募
、 

在
学
年
限
の
短
縮
、 

そ
し
て
、 

一
九
四
四

年
度
、
文
科
系
学
生
の
学
徒
動
員
と
い
う
軍
国
主
義
化
の
な
か
で
、
広
高
に
お
け

る
学
生
生
活
も
兵
営
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
四
〇
年
の
校
友
会
解
散
、
報
国
団
の

結
成
、
寮
を
修
練
組
織
と
な
し
、
一
九
四
四
年
以
降
は
、
課
外
活
動
も
な
く
な
り
、

勤
労
動
員
が
本
格
化
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
午
前
八
時
一
五
分

の
原
爆
投
下
に
よ
り
、
爆
心
地
か
ら
二
・
七
㎞
離
れ
た
皆
実
町
の
校
舎
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
講
堂
等
に
は
大
き
な
被
害
が
な
か
っ
た
も
の
の（

５
）、

木
造
校

舎
、
薫
風
寮
は
ほ
ぼ
全
壊
し
た
。
勤
労
動
員
中
で
あ
っ
た
一
年
生
（
昭
和
二
〇
年

度
入
学
生
）
は
、
休
電
日
で
外
出
中
に
被
爆
し
た
者
が
多
か
っ
た
。
被
爆
死
没
者

数
は
五
四
名
、
う
ち
二
七
名
は
、
即
死
な
い
し
昭
和
二
〇
年
中
に
死
没
し
た
。
教

員
も
二
名
被
曝
死
し
、
う
ち
の
一
人
は
、
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
国
文
学
教
授

中
村
光
風
で
あ
っ
た
。

　

被
爆
は
、
広
高
生
だ
け
で
な
く
同
窓
生
、
彼
ら
の
家
族
に
も
犠
牲
を
強
い
た
の

で
あ
る（

６
）。

　
　

１－

３－

３　

戦
後
、
広
高
の
終
焉

　

広
高
は
、
校
舎
が
倒
壊
し
た
た
め
、
広
島
県
大
竹
市
の
旧
海
軍
潜
水
学
校
跡
地

に
移
転
し
て
一
九
四
六
年（
昭
和
二
一
年
）二
月
一
五
日
に
再
開
さ
れ
た
。
敗
戦
に

伴
う
引
揚
学
徒
の
転
入
学
、
陸
海
軍
諸
学
校
出
身
者
、
在
外
者
の
編
入
学
が
行
わ

れ
、
軍
諸
学
校
か
ら
の
編
入
者
が
広
高
生
の
過
半
数
を
占
め
た
。

　

戦
後
、
校
友
会
が
再
建
さ
れ
、
教
科
内
容
も
一
新
す
る
な
か
、
皆
実
町
へ
の
復

帰
運
動
が
開
始
さ
れ
、
一
九
四
七
年
九
月
に
復
帰
を
果
た
し
た
。
戦
後
の
混
乱
の
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な
か
、
自
治
会
が
結
成
さ
れ
、
授
業
料
値
上
げ
反
対
不
払
い
闘
争
な
ど
の
学
生
運

動
も
行
わ
れ
た
が
、
多
く
の
生
徒
は
、
大
学
入
試
の
た
め
の
準
備
に
没
頭
す
る
状

況
で
あ
っ
た
。

　

戦
後
の
教
育
改
革
に
よ
り
、
広
高
は
、
一
九
四
九
年
五
月
三
一
日
、
国
立
学
校

設
置
法
の
公
布
と
共
に
教
養
部
と
し
て
広
島
大
学
に
包
括
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
広

高
は
、
一
九
五
〇
年
二
月
二
五
日
、
最
後
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
そ
の
歴
史
の
幕

を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
広
高
の
場
合
、
広
島
と
の
密
着
性
、
出
身
階
層
等
か
ら
学
生
気

質
と
し
て
は
、
旧
制
高
校
特
有
の
弊
衣
破
帽
、
長
髪
に
朴
歯
の
下
駄
と
い
う
い
で

立
ち
や
、
寮
生
を
中
心
と
し
た
ス
ト
ー
ム
と
い
っ
た
既
成
の
旧
制
高
等
学
校
像
と

は
か
な
り
ち
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
ト
ー
ム
な
ど
は
、
広
高

薫
風
寮
で
も
創
設
期
に
は
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
戦
時
色
が
強
ま
る
と
困
難
に
な
っ

て
い
っ
た
。
ま
た
、
後
発
の
高
等
学
校
で
あ
る
広
高
は
、
高
等
学
校
進
学
が
大
学

入
学
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
希
望
の
大
学
（
東
京
帝
国
大
学
や

京
都
帝
国
大
学
）に
進
学
す
る
た
め
に
は
、絶
え
ず
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
昭
和
期
の
広
高
は
、
明
治
・
大
正
期
の
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
旧
制

高
等
学
校
と
は
異
な
り
、
高
学
歴
を
求
め
る
俸
給
生
活
者
の
家
庭
の
増
加
を
背
景

に
、
生
徒
の
多
く
が
大
学
進
学
の
た
め
に
勉
学
に
励
む
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
学
風
・
学
生
は
、
広
島
県
内
の
出
身
者
が
過
半
を
占

め
る
た
め
、
広
島
に
対
す
る
強
い
地
域
性
を
有
し
、「
一
般
に
広
高
生
は
高
師
、

高
専
の
影
響
も
あ
つ
て
か
、
土
地
柄
か
、
他
の
地
方
高
等
学
校
に
較
べ
非
常
に
穏

和
で
学
究
的
紳
士
的
で
あ
る
と
の
定
評
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た（

７
）。

　

ま
た
、
広
高
の
場
合
も
、
広
高
事
件
に
み
ら
れ
る
学
園
事
件
が
あ
り
、
背
景
に

は
思
想
問
題
も
存
在
し
た
も
の
の
、
事
件
へ
の
生
徒
・
同
窓
会
の
参
画
は
薫
風
寮

を
中
心
と
す
る
教
官
と
生
徒
と
の
関
係
が
重
要
な
理
由
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
広
高

の
場
合
、
広
島
市
が
世
界
最
初
の
被
爆
地
と
な
っ
た
こ
と
で
、
生
徒
間
お
よ
び
同

窓
会
の
凝
集
力
が
よ
り
強
い
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現

在
、
広
島
大
学
附
属
高
等
学
校
と
な
っ
て
い
る
皆
実
町
の
旧
広
高
講
堂
で
行
わ
れ

た
広
高
同
窓
会
で
は
、
校
鐘
「
広
高
の
鐘
」（
現
在
、
文
書
館
が
保
管
・
展
示
し

て
い
る
）
を
鳴
ら
し
、
被
爆
者
・
戦
没
者
に
対
す
る
黙
祷
か
ら
同
窓
会
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る（

８
）。

　

そ
し
て
、
広
高
は
、
卒
業
生
の
多
く
が
東
京
帝
国
大
学
・
京
都
帝
国
大
学
に
進

学
し
た
こ
と
か
ら
、
政
財
界
・
官
界
・
学
界
に
多
く
の
有
為
の
人
材
を
輩
出
し

た
。
代
表
的
な
出
身
者
は
以
下
の
（
表

－

１
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た（

９
）。

２　

同
窓
会
と
資
料

　

２－

１　

広
島
大
学
文
書
館
所
蔵
「
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
」
の
生
成
過
程

（
（1
（

　

広
島
大
学
文
書
館
は
、
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
二
、一
一
九
点
を
所
蔵
し
て

い
る
。
広
高
自
体
の
資
料
は
、（
表

－

２
）
の
よ
う
に
、
広
島
大
学
文
書
館
、
広

島
大
学
総
合
科
学
部
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
三
カ
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

文
書
館
所
蔵
の
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
は
、
広
島
高
等
学
校
同
窓
会
収
集
広
島

中
央
図
書
館
旧
蔵
資
料
を
中
核
と
す
る
同
窓
会
関
係
資
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

広
島
大
学
総
合
科
学
部
所
蔵
の
旧
制
広
高
関
係
資
料
は
、
行
政
文
書
が
中
心
で
あ

り
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
資
料
は
沿
革
関
係
の
資
料
群
で
あ
る
。
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氏
名

出
身
大
学

政
官
界

粟
屋
敏
信

東
大

建
設
事
務
次
官
、
衆
議
院
議
員

増
岡
康
治

東
大

建
設
省
河
川
局
長
、
参
議
院
議
員

岡
本　

悟

東
大

運
輸
事
務
次
官
、
参
議
院
議
員

栂
野
泰
二

東
大

弁
護
士
、
衆
議
院
議
員

永
野
鎮
雄

東
北
大

参
議
院
議
員

永
野
巌
雄

東
大

検
事
、
広
島
県
知
事
、
参
議
院
議
員

荒
木　

武

東
大

広
島
市
長

平
岡　

敬

早
大

中
国
新
聞
常
務
、
広
島
市
長

吉
光　

久

東
大

中
小
企
業
庁
長
官

小
松
勇
五
郎

東
大

通
商
産
業
事
務
次
官

安
田　

巌

東
大

厚
生
事
務
次
官

吉
村　

仁

東
大

厚
生
事
務
次
官

木
田　

宏

京
大

文
部
事
務
次
官

井
内
慶
次
郎

東
大

文
部
事
務
次
官

経
済
界

佐
々
木
邦
彦

東
大

富
士
銀
行
頭
取

上
野
淳
一

京
大

朝
日
新
聞
社
主

大
原
栄
一

東
大

富
士
重
工
社
長

山
本　

朗

東
大

富
士
重
工
社
長

岡
田　

茂

東
大

東
映
社
長

岡
野
良
定

京
大

三
菱
自
動
車
工
業
社
長

森
田　

康

東
大

日
本
経
済
新
聞
社
社
長

そ
の
他

近
藤
芳
美

東
工
大

歌
人

丹
下
健
三

東
大

建
築
家

阿
川
弘
之

東
大

作
家

富
士
川
英
郎

東
大

東
大
教
授
（
独
文
学
）

大
田　

尭

東
大

東
大
教
授
、
教
育
学
者

（表－２）広高関係資料の所在

（小宮山道夫「解題」『広島大学文書館所蔵「旧制広島高等学校資料」』）

（
表－

１
）
著
名
な
広
高
出
身
者



― 44―

小池聖一　　旧制広島高等学校資料、同窓会収集資料としての特質について

　

広
高
同
窓
会
に
よ
る
資
料
の
収
集
は
、
一
九
七
三
年（
昭
和
四
八
年
）の
創
立

五
〇
年
が
契
機
で
あ
っ
た
。
広
高
同
窓
会
で
は
、
創
立
五
〇
年
に
あ
た
っ
て

一
九
七
〇
年
六
月
の
総
会
で
三
つ
の
記
念
事
業

－

記
念
式
典
の
挙
行
、
広
高
の
森

の
建
設
、
広
高
記
念
誌
の
発
行

－

を
行
う
こ
と
と
し
た
。
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ

る
広
高
の
森
の
建
設
は
、
同
窓
生
と
広
島
と
の
地
域
的
な
結
び
つ
き
を
い
つ
ま
で

も
残
し
、「
郷
土
の
恩
顧
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
む
く
い
た
い
」
と
し
て
計
画
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
広
島
市
中
央
公
園
の
一
角
に
、
市
民
の
憩
い
の
場
を

提
供
し
て
い
る

（
（1
（

。
記
念
誌
と
は
、羽
白
幸
雄（
昭
和
四
年
文
乙
、一
九
四
四
年
よ
り
、

ド
イ
ツ
語
教
授
、
広
島
大
学
名
誉
教
授
）が
担
当
し
、
羽
白
の
東
京
転
勤
後
は
松

浦
道
一（
昭
和
九
年
文
甲
、
西
洋
史
教
授
、
広
島
大
学
名
誉
教
授
）が
引
き
継
い
で

編
纂
し
た
広
島
高
等
学
校
創
立
五
十
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
記
念
誌
部
編
『
広

島
高
等
学
校
創
立
五
十
年
記
念
誌
』（
広
島
高
等
学
校
同
窓
会
、
昭
和
四
八
年
）で

あ
り
、
四
部
構
成
の
書
籍
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

（
（1
（

。
こ
の
記
念
誌
の
編
纂
過
程
で
同

窓
生
・
教
員
等
五
三
名
か
ら
資
料
の
提
供
が
あ
り
、
五
〇
年
記
念
誌
が
広
高
の
歴

史
を
残
す
こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
た
た
め
、
広
高
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
の
収

集
も
行
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
一
九
八
三
年
の
創
立
六
〇
年
記
念
大
会
の
企
画
と
し
て
、
松
浦
道
一

を
委
員
長
と
す
る
広
島
高
等
学
校
資
料
保
存
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
関
係
資

料
の
収
集
事
業
が
本
格
化
し
た
。
広
島
高
等
学
校
資
料
保
存
委
員
会
に
は
、
同
窓

生
・
教
員
五
五
名
か
ら
資
料
が
寄
贈
さ
れ
、
創
立
六
〇
年
の
大
会
に
合
わ
せ
て
簡

易
な
目
録
が
作
成
さ
れ
た
（
広
島
高
等
学
校
資
料
保
存
委
員
会
編
『
旧
制
広
島
高

等
学
校
資
料
目
録
』
一
九
八
三
年
一
〇
月
）。
収
集
さ
れ
た
資
料
は
、
こ
の
目
録

と
と
も
に
、
一
月
九
日
の
記
念
大
会
当
日
に
展
示
さ
れ
た
。
こ
の
広
高
資
料
保
存

委
員
会
が
所
蔵
す
る
旧
蔵
広
島
高
等
学
校
資
料
は
、
後
に
広
島
市
立
中
央
図
書
館

に
寄
託
さ
れ
、
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
創
立
六
〇
年
大
会
で
収

集
さ
れ
た
資
料
二
七
一
点
も
、
広
島
市
中
央
図
書
館
に
併
せ
て
寄
託
さ
れ
た
。

　

広
島
市
立
中
央
図
書
館
で
は
、
広
高
資
料
保
存
委
員
会
の
分
類
を
も
と
に
整
理

を
す
す
め
、
六
五
年
大
会
に
合
わ
せ
て
目
録
を
作
成
し
た
（
広
島
市
立
中
央
図
書

館
・
広
島
高
等
学
校
資
料
保
存
委
員
会
編
『
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
目
録
』

（
一
九
八
八
年
一
〇
月
））。
そ
の
後
も
、
創
立
六
五
年
（
一
九
八
八
年
一
〇
月
）

大
会
で
展
示
さ
れ
た
収
集
資
料
二
五
九
点
、
お
よ
び
、
創
立
七
〇
年
大
会

（
一
九
九
三
年（
平
成
五
年
）一
〇
月
）
で
展
示
さ
れ
た
収
集
資
料
四
四
一
点
の
計

七
〇
〇
点
が
広
島
市
立
中
央
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
、

一
九
九
四
年
一
〇
月
の
創
立
七
五
年
大
会
に
お
い
て「
総
目
録
」が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
「
総
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
数
は
、一
、三
五
九
点
（
一
、三
〇
四
種
類
）

に
の
ぼ
る
。
そ
の
後
も
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
の
間
に
逐
次
広
高
同
窓
会
よ
り

二
八
五
点
（
二
六
三
種
類
、
六
種
二
二
点
は
、
重
複
）
の
資
料
が
広
島
市
立
中
央

図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
群
は
、
未
整
理
の
ま
ま
、「
総
目
録
」

に
掲
載
さ
れ
た
資
料
と
と
も
に
、
二
〇
〇
四
月
二
月
に
広
高
同
窓
会
の
仲
介
に
よ

り
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館
か
ら
広
島
大
学
文
書
館
の
前
身
組
織
で
あ
る
広
島
大

学
文
書
館
設
立
準
備
室
に
移
管
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
総
目
録
」
と
文
書
館
所
蔵
の
「
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
」
と
の
相
関

関
係
は
、
以
下
の
図
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
こ
れ
に
、
広
島
大
学
二
十
五
年
史
編
纂
事
業
（
一
九
七
二
年

－

一
九
七
九
年
、
三
〇
点
（
二
八
種
類
））、
前
身
組
織
で
あ
る
広
島
大
学
五
十
年
史

編
集
室
（
一
九
九
八
年

－

二
〇
〇
二
年
、
一
七
点
）、
文
書
館
設
立
準
備
室

（
二
〇
〇
三
年
、
広
高
同
窓
会
か
ら
寄
贈
、
二
一
〇
点
（
二
〇
五
種
））、
文
書
館

（
二
〇
〇
三
年

－

、
三
〇
五
点
）
が
そ
れ
ぞ
れ
収
集
し
た
資
料
の
合
計
が
現
在
の

広
島
大
学
文
書
館
所
蔵
「
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
」
で
あ
る
。

　

文
書
館
設
立
準
備
室
の
収
集
資
料
は
、
広
高
同
窓
会
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
も
の

で
あ
り
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
広
高
創
立
八
〇
年
記
念
大
会
に
お
い
て
「
広
高

二
六
年
の
歴
史
」
展
を
総
合
科
学
部
と
行
っ
た
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
基

本
的
に
、
文
書
館
が
収
集
し
た
資
料
は
、
ご
遺
族
か
ら
の
寄
贈
と
、
同
窓
生
が
個

人
的
に
収
集
し
た
資
料
お
よ
び
文
書
館
が
購
入
し
た
資
料
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る

（
（1
（

。

　

文
書
館
所
蔵
「
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
」
の
整
理
は
、
こ
の
よ
う
に
同
窓
会

収
集
資
料
を
中
核
と
し
つ
つ
、
こ
れ
に
広
島
大
学
の
年
史
編
纂
過
程
で
収
集
し
た

広
高
史
関
係
資
料
お
よ
び
文
書
館
が
購
入
し
た
資
料
を
合
わ
せ
て
す
す
め
ら
れ

た
。

　

本
来
、
内
容
的
か
つ
質
的
に
違
う
こ
れ
ら
の
資
料
群
に
つ
い
て
は
、
別
途
に
整

理
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
文
書
館
で
の
目
録
作
成
は
、
当
初
、
広

島
市
中
央
図
書
館
で
の
整
理
を
意
識
し
、
広
島
高
等
学
校
史
と
の
関
連
で
再
整
理

を
行
っ
た
が
、
途
中
か
ら
同
窓
会
・
広
島
高
等
学
校
資
料
保
存
員
会
の
整
理
方
法

に
戻
し
た
。
こ
の
た
め
、
全
体
を
一
覧
す
る
に
は
便
利
で
は
あ
る
が
、
同
窓
会
収

集
資
料
と
し
て
の
特
質
が
失
わ
れ
た
と
も
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
所
蔵
関
係
が
不

明
な
も
の
も
あ
り
（
購
入
資
料
に
つ
い
て
は
、
特
に
問
題
が
あ
っ
た
）、
目
録
と

（図－１）「総目録」と文書館広高資料の関係

旧制広島高等学校資料総目録

1 著作類

2 教科書類

3 文芸誌・会誌類

4 文書類Ⅰ ①学校刊行物

②同窓会刊行物

③他の同窓会刊行物

 文書類Ⅱ ①開校式一式

②学務関係文書

③授業関係

④生活一般

⑤その他

5.写真類 ①恩師写真パネル

②卒業アルバム類

③写真プリント類

④写真ネガ類

6 絵葉書

7 ポスター

８物品類

９その他

文書館所蔵旧制広島高等学校資料

1 学校刊行物

2 創設関係

3 校務関係

４広高事件

5 戦後復興関係

6 授業関係

7 学園生活

8 文芸誌・会誌類

9 写真類

10 頒布物

11 著書類

12 物品類

13 同窓会

14 個人資料

15 その他

16 関係資料
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小池聖一　　旧制広島高等学校資料、同窓会収集資料としての特質について

し
て
完
成
度
は
高
く
な
い

（
（1
（

。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
改
め
て
同
窓
会
収
集
資
料
と

し
て
広
高
関
係
資
料
の
内
容
を
解
析
し
、
そ
の
特
質
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し

た
い
。

　

２－

２　

同
窓
会
収
集
資
料
・
広
高
関
係
資
料
の
特
質

　

よ
り
具
体
的
に
、
同
窓
会
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
広
高
資
料
の
特
質
・
生
成
過

程
に
つ
い
て
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

広
高
同
窓
会
が
熱
心
に
収
集
し
た
も
の
の
一
つ
に
、
教
官
（
六
三
点
）、
生
徒

（
三
三
八
点
）を
中
核
と
す
る
著
書
類
が
挙
げ
ら
れ
る
。教
官
の
著
書
に
つ
い
て
は
、

同
窓
生
が
大
事
に
保
管
し
て
き
た
書
籍
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
窓
生
が
自

著
を
同
窓
会
に
寄
贈
し
た
も
の
も
あ
り
、
同
窓
会
の
大
会
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
て

い
っ
た
。
同
窓
会
と
し
て
は
、
恩
師
の
記
憶
と
と
も
に
そ
の
著
作
を
残
し
、
併
せ

て
同
窓
生
と
し
て
の
自
ら
の
事
績
を
残
す
こ
と
を
重
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

学
園
生
活
と
の
関
連
で
は
、
教
科
書
・
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
同
窓
生
が
所
蔵
し
て

い
た
も
の
が
集
積
さ
れ
、
プ
リ
ン
ト
や
、
各
種
行
事
に
お
け
る
配
布
物
な
ど
と
と

も
に
収
集
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
課
外
活
動
で
は
、
校
友
会
に
よ
る
文
芸
誌

と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
関
連
資
料
が
収
集
の
中
核
で
あ
っ
た
。
広
高
の
場
合
、
羽
白
幸

雄
が
誌
名
を
つ
け
た
『
移
動
風
景
』（
昭
和
二
年（
一
九
二
七
年
）創
刊
）
な
ど
は
、

完
成
度
の
高
い
文
芸
雑
誌
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
移
動
風
景
』
に
つ
い

て
は
、
一
二
号
ま
で
発
刊
さ
れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
三
冊
し
か
所
蔵
が
な
い
。
し

か
し
、
教
室
、
寮
、
校
友
会
各
部
等
で
発
刊
さ
れ
た
様
々
な
文
芸
誌
・
会
誌
が
同

窓
生
よ
り
寄
贈
さ
れ
、
所
収
さ
れ
て
い
る
（
教
室
関
係
一
九
点
、
寮
関
係
二
一
点
、

校
友
会
関
係
五
五
点
）。

　

運
動
部
に
つ
い
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
カ
ッ
プ
や
、
全
国
高
等

学
校
野
球
大
会
優
勝
時
の
ウ
イ
ニ
ン
グ
ボ
ー
ル
（
一
九
四
二
年（
昭
和
一
七
年
））

な
ど
、
校
友
会
か
ら
同
窓
会
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
が
物
品
類
と
し
て
所
収
さ
れ

て
い
る
。
広
高
蹴
球
部
（
サ
ッ
カ
ー
部
）
は
、
一
九
二
三
年（
大
正
一
一
年
）に
始

ま
っ
た
全
国
高
等
学
校
ア
式
蹴
球
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
一
九
二
六
年
か
ら

参
加
し
、
学
制
改
革
に
よ
り
最
後
と
な
っ
た
一
九
四
八
年
の
大
会
ま
で
、
優
勝
四

回
を
誇
る
強
豪
で
あ
っ
た
。
最
後
の
一
九
四
八
年
の
大
会
で
優
勝
し
た
広
高
に
、

そ
の
ま
ま
優
勝
カ
ッ
プ
が
残
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
大
会
は
、
全
校
挙
げ
て
の

応
援
の
場
で
も
あ
っ
た
。
同
窓
会
に
は
、応
援
に
使
用
し
た
大
杓
子（
宮
島
杓
子
・

め
し
と
れ
の
意
味
で
応
援
に
使
用
し
た
）
や
、
校
章
旗
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
文
芸
誌
・
会
誌
と
同
じ
よ
う
に
、
部
活
動
お
よ
び
運
動
会
で
製
作
さ
れ
た
メ

ダ
ル
や
手
拭
い
な
ど
の
記
念
品
が
同
窓
生
よ
り
、
寄
贈
さ
れ
、
優
勝
カ
ッ
プ
を
囲

む
よ
う
に
集
積
さ
れ
た
（
四
三
点
）。

　

学
園
生
活
の
中
心
は
、
薫
風
寮
で
あ
り
、
寮
祭
な
ど
の
場
で
寮
歌
が
歌
わ
れ
、

生
徒
の
心
を
一
つ
に
し
た
。
広
高
の
場
合
も
「
銀
燭
ゆ
ら
ぐ
」「
怒
涛
の
譜
」
な

ど
の
名
曲
が
あ
り
、
同
窓
会
で
歌
い
続
け
ら
れ
た
。
同
時
に
、
寮
生
活
を
彷
彿
と

さ
せ
る
絵
葉
書
（
一
九
点
）
や
ポ
ス
タ
ー
（
九
点
）
も
同
窓
生
の
も
と
に
残
さ
れ
、

そ
れ
ら
が
寄
贈
さ
れ
て
広
高
資
料
と
な
り
、
今
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料

も
、
同
窓
生
を
通
じ
て
、
寮
歌
に
表
象
さ
れ
る
寮
生
活
を
再
現
す
る
も
の
と
し
て

遺
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
る
意
味
、
寮
歌
を
軸
と
し
て
資
料
群
が
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
校
務
関
係
の
資
料
は
、
鈴
木
正
利
教
授
旧
蔵
資
料
に
依
拠
し
て

い
る
。
鈴
木
正
利
教
授
は
、
広
高
に
一
九
二
七
年
四
月
か
ら
閉
校
と
な
る



広島大学文書館紀要　第21号（2019年）

― 47―

一
九
五
〇
年
三
月
ま
で
の
二
三
年
間
、
地
質
鉱
物
・
地
理
製
図
の
教
官
で
あ
っ
た

（
ベ
ー
ブ
と
の
愛
称
で
広
高
生
か
ら
呼
ば
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
〇
年
三
月
ま

で
広
島
大
学
教
養
部
教
授
、
広
島
大
学
名
誉
教
授
）。
鈴
木
正
利
旧
蔵
資
料
に
は
、

学
校
刊
行
物
、
校
務
関
係
資
料
（
広
高
事
件
、
戦
後
復
興
関
係
）、
授
業
関
係
を

含
め
た
広
範
か
つ
膨
大
な
文
書
が
含
ま
れ
て
い
た
。
校
務
関
係
に
つ
い
て
は
、
本

来
、
広
高
の
公
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
被
爆
、
移
転
、

広
島
大
学
へ
の
統
合
、
さ
ら
に
、
広
島
大
学
の
学
園
紛
争
、
西
条
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

の
統
合
移
転
等
の
過
程
で
、
人
事
記
録
と
生
徒
記
録
を
除
い
て
、
そ
の
多
く
が
失

わ
れ
た
（
現
在
、
広
高
の
後
継
組
織
に
相
当
す
る
広
島
大
学
総
合
科
学
部
が
所

蔵
）。
そ
れ
だ
け
に
、
鈴
木
正
利
旧
蔵
資
料
は
、
広
高
の
校
務
を
再
現
す
る
う
え

で
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

ア
ル
バ
ム
（
二
一
点
）
等
の
写
真
類
も
、
同
窓
生
に
よ
り
持
ち
寄
せ
ら
れ
た
か

た
ち
で
収
集
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

他
に
、
同
窓
会
な
ら
で
は
の
資
料
と
し
て
は
、
同
窓
会
総
会
・
大
会
の
た
び
に
、

展
示
に
使
用
さ
れ
た
恩
師
の
写
真
パ
ネ
ル
（
一
〇
四
点
）、
広
高
出
身
の
丹
下
健

三（
昭
和
八
年
理
甲
、
建
築
家
、
一
九
八
〇
年
文
化
勲
章
受
章
）、
近
藤
芳
美（
昭

和
九
年
理
甲
、
歌
人
、
一
九
九
六
年
、
文
化
功
労
者
）、
阿
川
弘
之（
昭
和
一
五
年

文
乙
、
小
説
家
、
一
九
九
九
年（
平
成
一
一
年
）文
化
勲
章
受
章
）
等
三
人
の
写
真

パ
ネ
ル
と
関
係
資
料
も
収
集
さ
れ
て
い
る（
四
五
点

（
（1
（

）。こ
れ
ら
の
資
料
は
、総
会
・

大
会
に
際
し
て
展
示
さ
れ
、
ま
た
は
、
対
外
的
な
展
示
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
同
窓
会
自
体
の
資
料
（
団
体
文
書
）
と
し
て
、
会
員
名
簿
、
刊
行
物
、

会
報
等
に
関
す
る
資
料
三
五
三
点
も
所
収
し
て
い
る
。

　

以
上
、
同
窓
会
収
集
資
料
は
、
①
同
窓
生
が
意
識
し
て
収
集
し
た
著
作
類
、
②

同
窓
生
が
学
園
生
活
を
回
顧
す
る
も
の
と
し
て
保
管
し
た
資
料
（
内
容
的
に
、
講

義
等
、文
芸
誌
、ス
ポ
ー
ツ
、寮
生
活
の
四
点
に
分
類
で
き
る
。
資
料
に
は
写
真
・

ア
ル
バ
ム
等
も
含
む
）、
③
物
品
類
の
よ
う
に
校
友
会
か
ら
同
窓
会
に
引
き
継
が

れ
た
生
徒
保
管
の
資
料
を
軸
に
収
集
さ
れ
た
資
料
群
、
④
広
高
教
授
鈴
木
正
利
旧

蔵
資
料
を
中
心
と
す
る
校
務
関
係
資
料
群
、
⑤
同
窓
会
が
展
示
の
た
め
に
作
成
し

た
資
料
群
、
⑥
同
窓
会
自
体
の
資
料
（
団
体
文
書
）、
の
六
つ
の
要
因
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
は
、
基
本
的
に
、
広
島
と
い
う
地
域
性
に
依
拠
し
、

寮
生
活
等
を
通
じ
た
教
官
と
生
徒
、生
徒
間
の
紐
帯
が
核
と
な
り
、同
窓
生
に
よ
っ

て
生
成
さ
れ
た
資
料
群
で
あ
る
。

　

広
高
は
、
生
徒
の
過
半
が
広
島
県
出
身
（
出
身
校
・
出
身
地
）
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
濃
厚
な
三
年
間
の
寮
生
活
を
送
り
、
勉
学
・
文
芸
・
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込

ん
だ
場
所
で
あ
っ
た
。
創
設
期
は
、
ス
ト
ー
ム
な
ど
で
地
域
に
も
迷
惑
を
か
け
た

こ
と
も
あ
っ
た
も
の
の
、被
爆
に
よ
っ
て
生
徒
の
み
な
ら
ず
、そ
の
家
族
を
も
失
っ

た
こ
と
は
、
よ
り
広
島
と
い
う
地
域
性
を
意
識
と
し
て
も
強
め
る
要
因
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
教
官
と
生
徒
間
の
密
接
な
つ
な
が
り
が
何
よ
り
も
重
要

な
こ
と
で
あ
っ
た
。
教
官
と
生
徒
と
の
関
係
は
、
広
高
が
閉
校
後
も
継
続
し
、
そ

れ
が
同
窓
会
に
お
け
る
資
料
の
在
り
方
を
大
き
く
規
定
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
で
、
創
立
五
〇
年
を
契
機
に
広
島
高
等
学
校
史
編
纂
的
な
収
集
も
行
わ
れ

た
。
編
纂
の
担
い
手
は
、
広
高
出
身
の
広
島
大
学
教
員
で
あ
っ
た
（
羽
白
幸
雄
、
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松
浦
道
一
、
と
も
に
教
養
部
教
授
）。
組
織
と
し
て
の
広
高
は
、
戦
後
の
学
制
改

革
に
よ
っ
て
広
島
大
学
に
包
括
さ
れ
、
教
養
部
と
な
っ
た
こ
と
で
、
教
員
組
織
が

教
養
部
と
し
て
残
り
、
一
九
七
四
年（
昭
和
四
九
年
）、
教
養
部
を
改
組
し
た
総
合

科
学
部
に
引
き
継
が
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。広
島
大
学
教
員
で
あ
っ
た
彼
ら
は
、

広
高
の
伝
統
・
精
神
を
広
島
大
学
に
も
導
入
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
新
制
広
島
大
学
は
、
初
代
学
長
森
戸
辰
男
が
新
渡
戸
稲
造
の
弟
子
と
し

て
旧
制
高
等
学
校
に
お
け
る
人
格
教
育
を
重
視
し
、
教
養
部
に
お
け
る
一
般
教
育

の
充
実
を
図
っ
た
こ
と
も
、
広
高
と
教
養
部
と
の
連
携
を
広
高
出
身
の
広
島
大
学

教
員
に
強
く
意
識
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
（1
（

。
こ
う
し
た
経
緯
の
延
長
線
上
に
、
広

島
大
学
文
書
館
が
仲
介
と
な
っ
て
高
年
齢
化
が
進
む
広
高
同
窓
会
と
総
合
科
学
部

同
窓
会
の
連
携
を
す
す
め
、
こ
の
連
携
が
基
盤
と
な
っ
て
総
合
科
学
部
内
に
常
設

展
示
施
設
が
設
置
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
多
く
の
同
窓
生
に
と
っ
て
広
高
は
、
広
島
大
学
に
包
括
さ
れ
る
べ
き

存
在
で
は
な
か
っ
た
。
元
薫
風
寮
史
編
纂
委
員
長
水
口
成
則
は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
（
前
略
）
廿
五
年
三
月
の
卒
業
証
書
に
は
「
広
島
大
学
広
島
高
等
学
校
文
科
の

課
程
を
卒
業
し
た
こ
と
を
証
す
」
と
あ
り
、「
広
島
大
学
広
島
高
等
学
校
長　

内

藤
匡
」
と
「
広
島
大
学
長　

事
務
取
扱　

桜
井
役
」
の
連
名
の
変
則
的
な
も
の
を

貰
い
、「
我
々
は
広
島
大
学
と
は
無
関
係
だ
」
と
憤
慨
し
乍
ら
卒
業
し
て
行
っ
た

の
で
あ
っ
た
。（
後
略

（
（1
（

）

　

こ
の
思
い
は
、
多
く
の
広
高
卒
業
生
が
東
京
帝
国
大
学
・
京
都
帝
国
大
学
に
進

学
し
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
ら
の
基
本
的
な
共
通
認
識
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、

同
窓
会
・
同
窓
生
の
意
識
は
、
む
し
ろ
、
現
在
も
広
島
県
下
有
数
の
進
学
校
で
あ

る
広
島
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
た
方
が
自

然
で
は
な
い
か
、
と
も
思
っ
て
い
る

（
（1
（

。

　

す
な
わ
ち
、
広
高
の
組
織
的
な
系
譜
は
広
島
大
学
に
、
広
高
の
精
神
は
、
建
物

と
と
も
に
広
島
大
学
附
属
高
等
学
校
に
引
き
継
が
れ
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
は
、
旧
制
高
等
学
校
史
と
い
う
観
点
か
ら
利
活
用
を
図

る
と
い
う
側
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
同
窓
生
及
び
関
係
者
が
学
園
生
活
を
後
世
に

遺
す
と
い
う
意
志
の
も
と
で
生
成
さ
れ
た
同
窓
会
収
集
資
料
と
し
て
、
同
窓
生
の

そ
の
後
と
も
連
関
さ
せ
な
が
ら
、
旧
制
広
島
高
等
学
校
の
意
義
に
つ
い
て
再
評
価

へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
資
料
群
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〈
参
考
文
献
〉

 

・�『
銀
燭
ゆ
ら
ぐ
旧
制
高
等
学
校
物
語
広
高
篇
』
財
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評
論
社
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昭
和
四
二
年

 

・�

広
島
高
等
学
校
創
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五
十
年
記
念
事
業
準
備
委
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会
記
念
誌
部
編
『
広
島
高
等
学
校

創
立
五
十
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記
念
誌
』
広
島
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学
校
同
窓
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昭
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八
年
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高
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学
校
創
立
五
〇
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記
念
ア
ル
バ
ム
委
員
会
［
編
］『
広
島
高
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学
校
創
立

五
〇
年
記
念
ア
ル
バ
ム
青
春
の
譜
』
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島
高
等
学
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窓
会
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昭
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四
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史
編
集
委
員
会
編
『
広
島
大
学
二
十
五
年
史
包
括
校
史
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広
島

大
学
、
昭
和
五
二
年

 
・�

広
高
青
春
回
想
録
編
集
委
員
会
編
『
広
島
高
等
学
校
創
立
六
十
年
記
念
青
春
回
想
録

－

広
高
そ
の
永
遠
な
る
も
の

－

』
広
島
高
等
学
校
同
窓
会
、
昭
和
五
八
年

 

・�
広
高
七
十
年
誌
編
集
委
員
会
編
『
広
島
高
等
学
校
創
立
七
十
年
記
念
落
暉
燃
ゆ
』
広

島
高
等
学
校
同
窓
会
、
平
成
五
年

 

・�

広
高
七
十
年
誌
編
集
委
員
会
編
『
広
島
高
等
学
校
創
立
七
十
年
記
念
広
高
グ
ラ
フ
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テ
ィ
』
広
島
高
等
学
校
同
窓
会
、
平
成
六
年

 

・�
広
島
市
立
中
央
図
書
館
編
『
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
総
目
録
』（
広
高
同
窓
会
・
広

島
高
等
学
校
資
料
保
存
委
員
会
協
力
、
平
成
六
年

 

・�「
薫
風
寮
史
」
復
刻
刊
行
会
編
『
薫
風
寮
史
』（
復
刻
版
）
広
島
高
等
学
校
同
窓
会
、

平
成
一
〇
年

 

・��

広
島
高
等
学
校
寮
歌
集
編
集
委
員
会
編
『
広
島
高
等
学
校
寮
歌
集
』
広
島
高
等
学
校

同
窓
会
、
平
成
一
五
年

 

・�

旧
制
広
島
高
等
学
校
昭
和
二
五
年
三
月
卒
業
生
『
広
高
出
て
か
ら
50
年
記
念
文
集
』

平
成
一
二
年
。

 

・�

廣
島
高
等
学
校
同
窓
有
志
の
会
編
『
廣
高
と
原
爆
：
被
爆
五
五
年
・
回
想
と
追
悼
』

平
成
一
二
年
。

注（
１
）�

木
田
宏
氏
は
、
一
九
二
二
年
二
月
二
二
日
、
広
島
県
出
身
。
旧
制
福
山
第
一
中
学

校
（
現
、
広
島
県
立
誠
之
館
高
校
）
を
へ
て
、
広
島
高
等
学
校
、
京
都
帝
国
大
学

法
学
部
を
へ
て
、
一
九
四
六
年
文
部
省
に
入
る
。
そ
の
後
、
文
部
省
初
等
中
等
教

育
局
地
方
課
、
大
臣
官
房
総
務
課
長
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
事
務
局
次
長
、

社
会
教
育
局
長
、
大
学
学
術
局
長
、
大
学
国
際
局
長
を
歴
任
。
一
九
七
六
年
、
文

部
事
務
次
官
。
退
官
後
、
国
立
教
育
研
究
所
長
、
日
本
学
術
振
興
会
理
事
長
、
新

国
立
劇
場
運
営
財
団
理
事
長
等
を
歴
任
。
ま
た
、
成
立
と
と
も
に
広
島
大
学
文
書

館
顧
問
、
二
〇
〇
五
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
木
田
宏
氏
の
旧
蔵
資
料
は
、
岐
阜
女

子
大
図
書
館
「
木
田
文
庫
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と

し
て
も
公
開
さ
れ
て
い
る
（
木
田
宏
教
育
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、http://dac.

gijodai.ac.jp/vm
/kida/

）。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
二
〇

回
に
わ
た
り
、政
策
研
究
大
学
院
に
お
い
て
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
行
わ
れ
、

代
表
の
伊
藤
隆
東
大
名
誉
教
授
と
と
も
に
、
小
池
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し
て
参

加
し
た
（http://w

w
w

3.grips.ac.jp/~oralreport/view
?item

=100028

）。

（
２
）�

文
書
館
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
広
島
高
等
学
校
創
立
九
〇

年
記
念
大
会
に
お
い
て
、
広
高
同
窓
会
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
た
。

（
３
）�

熊
平
源
蔵
（
一
八
八
一
年

－

一
九
七
八
年
）
は
、
金
庫
の
販
売
・
修
理
を
行
う
株

式
会
社
ク
マ
ヒ
ラ
の
創
業
者
。
広
島
商
工
会
議
所
会
頭
、
広
島
市
会
議
員
な
ど
を

務
め
た
。

（
４
）�

石
田
雅
春
「
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
広
島
高
校
の
生
徒
構
成
分
析
」『
広
島
大
学

文
書
館
紀
要
』
第
一
八
号
（
二
〇
一
六
年
二
月
）
参
照
。

（
５
）�

な
お
、
本
講
堂
は
、
一
九
九
八
年
に
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
現
在
に
至

る
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）�

関
係
図
書
と
し
て
、
廣
島
高
等
学
校
同
窓
有
志
の
会
編
『
廣
高
と
原
爆
：
被
爆

五
五
年
・
回
想
と
追
悼
』（
二
〇
〇
〇
年
、
三
二
九
頁
）
が
あ
る
。

（
７
）�「
薫
風
寮
史
」
復
刻
刊
行
会
編
『
薫
風
寮
史
（
復
刻
版
）』
一
九
九
八
年
七
月
、
広

島
高
等
学
校
同
窓
会
、
三
一
～
三
二
頁
。

（
８
）�「
広
高
の
鐘
」
は
、
広
島
大
学
に
継
承
し
て
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
保
管
さ
れ
、
現
在
、

広
島
大
学
文
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
ケ
ー
ス
に
は
、
羽
白
幸
雄
に
よ
る
次
の
よ

う
な
説
明
板
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

 　

�　
�

こ
れ
や
こ
の
吊
鐘
悄
然
と
し
て
孤
影
を
と
ど
む
る
に
似
た
れ
ど
も
遡
れ
ば
遥
け

く
旧
制
廣
島
高
等
学
校
の
草
創
に
綿
々
と
し
て
廣
島
大
学
の
新
生
に
つ
ら
な
り

物
足
り
て
心
わ
び
し
き
俗
流
に
抗
し
て
毅
然
た
り
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�　

�

思
え
ば
一
隅
に
鳴
る
一
点
鐘
に
す
ぎ
ず
と
雖
も
余
韻
は
虚
空
に
波
紋
し
て
ひ
ろ

が
り
殷
々
嫋
々
と
し
て
盡
く
る
こ
と
な
か
る
べ
し

（
９
）�
基
本
的
に
、
広
高
出
身
者
は
官
界
に
多
い
。
政
界
へ
は
事
務
次
官
等
官
界
を
へ
て

故
郷
・
広
島
で
議
員
に
な
っ
て
い
る
。経
済
界
で
も
活
躍
し
て
い
る
が
、オ
ー
ナ
ー

企
業
の
社
長
は
少
な
い
。

（
10
）�

広
島
大
学
文
書
館
編
『
広
島
大
学
文
書
館
所
蔵
旧
制
広
島
高
等
学
校
資
料
目
録
』

二
〇
〇
八
年
、
広
島
大
学
文
書
館
。

（
11
）�

広
高
同
窓
会
会
長
佐
藤
秀
雄
「
序
」
広
島
高
等
学
校
創
立
五
十
年
記
念
事
業
準
備

委
員
会
記
念
誌
部
編
『
広
島
高
等
学
校
創
立
五
十
年
記
念
誌
』（
広
島
高
等
学
校

同
窓
会
、
昭
和
四
八
年
）
二
一
頁
。

（
12
）�「
第
一
部　

銀
燭
ゆ
ら
ぐ

－

広
島
高
等
学
校
五
十
年
史

－
」「
第
二
部　

黄
昏
る
想

い

－

広
高
の
思
い
出

－

」「
第
三
部　

征
旅
遠
く

－
広
高
の
闘
魂

－

」「
第
四
部　

怒
涛
の
譜

－

広
高
そ
の
永
遠
な
る
も
の

－

」
と
あ
り
、
総
ペ
ー
ジ
数
四
七
二
頁
。

（
13
）�

八
五
年
と
九
〇
年
の
同
窓
会
大
会
に
お
い
も
資
料
が
収
集
さ
れ
、
寄
贈
を
受
け
て

い
る
が
、
仮
目
録
の
段
階
で
あ
る
。

（
14
）�

当
該
目
録
は
、小
宮
山
道
夫
（
現
、広
島
大
学
国
際
室
付
准
教
授
）
が
担
当
し
た
。

（
15
）�

広
高
は
二
人
の
文
化
勲
章
受
章
者
と
、
文
化
功
労
者
を
生
ん
だ
。
後
に
、
広
高
を

包
括
し
た
広
島
大
学
の
場
合
は
、
初
代
学
長
森
戸
辰
男
（
東
大
卒
）
が
文
化
功
労

者
で
あ
る
。

（
16
）�

小
池
聖
一
「
森
戸
辰
男
の
一
般
教
育
観
」『
広
島
大
学
文
書
館
紀
要
』
第
一
四
号
、

二
〇
一
二
年
三
月
。

（
17
）�

水
口
成
則「
薫
風
寮
史
復
刻
版
刊
行
に
際
し
て
」「
薫
風
寮
史
」復
刻
刊
行
会
編『
薫

風
寮
史
（
復
刻
版
）』
広
島
高
等
学
校
同
窓
会
、
一
九
九
八
年
。（
３
）
頁
。

（
18
）�

同
窓
会
は
「
ア
カ
シ
ア
会
」
と
い
い
、
政
官
界
・
財
界
・
学
界
等
に
広
島
大
学
以

上
に
著
名
な
人
材
を
、
供
給
し
て
い
る
。
な
お
、
広
高
に
は
、
広
島
大
学
の
包
括

校
で
あ
っ
た
広
島
高
等
師
範
学
校
附
属
中
学
校
（
広
島
大
学
附
属
高
等
学
校
）
の

出
身
者
も
多
い
。
旧
制
中
学
と
広
高
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
旧
制
中
学
四
修

で
広
高
に
進
学
す
る
者
も
い
た
が
、
広
高
生
を
輩
出
し
た
広
島
第
一
中
学
（
現
、

県
立
国
泰
寺
高
校
）、
呉
第
一
中
学
（
県
立
呉
三
津
田
）
や
福
山
第
一
中
学
（
県

立
福
山
誠
之
館
高
校
）
で
は
、最
優
秀
な
人
材
は
、第
一
高
等
学
校
等
の
ナ
ン
バ
ー

ス
ク
ー
ル
に
多
く
進
学
し
て
い
る
。地
域
エ
リ
ー
ト
校
と
し
て
の
広
高
の
評
価
は
、

旧
制
中
学
と
の
関
係
か
ら
分
析
す
べ
き
で
あ
り
、
次
な
る
課
題
と
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
四
月
二
二
日
、
国
立
台
湾
師
範
大
学
に
お
け
る
臺
北

高
等
学
校
創
校
九
五
周
年
、
学
養
成
與
自
治
精
神
的
傳
承
國
際
学
術
研
討
会
に
お
け
る

報
告
原
稿
を
一
部
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
こ
い
け　

せ
い
い
ち
・
広
島
大
学
大
学
院
国
際
協
力
研
究
科
）
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Documents of the former institution of Hiroshima High School: 
On the characteristics of alumni association materials 

KOIKE Seiichi

Abstract

　　 The former Hiroshima High School was severely damaged by the atomic bomb.  The 

former Hiroshima high school materials were collected by the alumni association after the 

war, as a result of a general meeting.  The materials valued by students mainly focused on 

documenting student life.  The current paper analyzed the process of generating these 

materials.


